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ミズガヤツリの防除に関する生態学的研究
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いる (荒井 ･千坂 ･片岡 1959.宮原 1972).多年生雑草ても,｣=i!冬芽が上廓の蓑)河に形成




















試 験 方 法
(a) HL,＼ 験 lメ
.';t賦ⅠとLて,戯押川と反L闘肋瑚 -雀の姑 城に及ぼすhi37やをU)lちかにするたムt)の武郎沌
1966作から1967年にかけてTl-なった.棚起法は,自動班長牌に意範した ロータリー刃に










拙 作 排 日.i




つぎに,試畝Ⅱとして,抑 tIl法 ･川,起tl-!用は 塊題の死滅に 槻する試験を,19671-から
1968年にかけて実施 した.｣胴亘法は試験 Ⅰと同 じであった.裾 起時期を,1967年の 12月
4F]と,1968年の 1月22l-,3月25円および4月25日の4時)ylとした. 各時脚こ1回

















































A)1深ほ試験 Ⅰの反転水根よ約 15cmであったが, その他はいずれ も約 13cmであった.
反転馴ては,土壌が完全にJX一転されず,耕起された土塊が頚垣に立つ程度てあった,
1区面損は訳駈Ⅰが 14.4m2(1.8mx8m),試験 Tlが 28m2(3.6mx7.5m)で,2区
冊の乱塊法で試験E-i_を配和した.
(b) 供 試 frLI畷










当たり,深さ0-10cmが4,506土256個,10cm よ り深い土用が330士63僻で あ り,
-大部分が偉さ10cm までに形成されてl.､/i.rcお聴衆数は rn2当たり985土66本であっ
た.








































/JT 生 分 .i
布 TT- -Jl; 不
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N 氏 P RR PR
州 屯 警 諾 '1'誓 警 ;nJ" 香華貰
:;l1川 )Jf起法の掛 ､によるミズノ/1,ノリ塊篭の七城rI]の垂直分,lrH,.よぴLf=.Jlf:率の
}Yi界 (a71.吠輪の打沈)
地 プ之 0-5 5-10 10-】5 cm
た_しかし,川超を 2回夜毎しても,緩い-卜_炉.tの塊茎数が川-起1円より印加するとい うこ
とはなかった.
(i) 鳩葛の′ト行軍 無耕起区では, 地表から深さ5cm まての塊篭の生存率は わずか
に低下したが,5cm より深い_+.間のそれはほ とんど変化しlLか った.一九 桝起区では,
いずれの区でも,希土屑の攻寄の_Jl瀦 率がlt-fL,伐い土鰍 .tどその掛 蛭が大きか ,た.
なお,川JLCによって地表にFB7','liした塊耕 土全部姑 或していた.
)丈鹿川lLJ･TTのP佐では,深さ0-5cm.5-10cm および 10-15cm の上伸 二分布 して
いた塊等のそれぞれ 73%,35%および 10%が越冬rF･に発弊力を,失い,結臥 全塊幕の49
%が死減 したことになった これに対 し,その他の粧 起区では,地謡から5cm までの塊
幕の発芽率は53-58%まで抵 Fした ものの,5cm ltりも深いニト屑の塊名の82-94%は発
･'):ノブを失わず,全地名の68-73% は 発非力を保持 していた.挽坪排2何の RR区の塊茎
の′ヒ存率は,劇 平川 日和 )R[耳のそれよt)化かに帆か･つただけであ り.また,反転Urのあ
と‥′I二+:,K捜す判井を行な･,た PRlキてそよ反転川 日 .･JのP｢石上1)LI,J卜.在中が高く,かえってI,･Jj
LIt効果が代下した.
(b) 粧LtlF.I-,･川起時制と相似 つ煩 或(.試験Tt)
(i) 越冬地下繁節'.LrlTJ:の卸 ･二分祁 3月25rlに1j/i:った越冬地IF軒W.i-附 Tの lリ酔いの
垂両分布の制†瑞'T柴を,鮫観照官の補剛 Jに,約-1表に,Ttした.分散分析のt.I.風 土第 2表に
･T:したように,0-5cm.10-15cm の 日､Llの濃粂砥部,-XA'.-;塊紫 および 全繁殖耶宮につ
いて処理間に 1%水準 または 5%水準で有意題か認められた.別 井起の_V区では兼粂 Ji灘
の大部分が 地表から稚さ5cm t'での問にあ L),凡;1,LtJ塊篭 も,深さ5-10cmの約2倍が
稚さ5cm までに分祁 Lてい/こ,-)/,･J･hLfj塊半は 5-10cmの深さに49%があ り,地衣･
lqtq )没:一､i;:研 瀧
折 l誕 ′桝超法および桝適時畑Jが搬なる脇合の ミ/I)/ヤノリの地下繁机
浩′L=j′の土壌中のiTf厄分布の遊興 (就敬Ⅱ.3月25日)
の 分 ,% L Lr土伽 淡さ地下弊風詐′lT
雛 茎 A:珊




N R12 PL2 RL2･RL P12lRI R3
T▲ 挿 チ■ '/ '/b 形
0 2 3 7 4 4
(J2 52 34 43 49 78
5･-10 6 34 34 34 37 1月





























(lり 4t..べ rJ nlJ土の 也17は杖の.:Liりで/トした N 二組川 底
1日 2:121jJJ偶lIJUL Pl2:12｣JiHA虹 州
l日 日 j22n】即川F li3:3｣125rl悦け りF
･IJi12-J～ 地卜■無敵掛 ●,.'C/)⊥肘いql)盛山行,1‥のL.YlUjil,正也 (FlL揖
o U`■rJ o92 3.67
0- 5 1 166*ホ 902I
5- 10 338 088



























から深さ5cm まで と大差がなかった.3月25Frに拙作川を lL.ilfrなった R3lTSiの韮糸状
潮と')L端地名が,地表から5cm まての深さに やや3,く分布 lたが,その他叫 州もIくの尤
紺地 茎と･l｣問塊豊 とは 地表から抹さ5cm ま L',と.5-10cmCT)稚さとに ･.'ilと均制 こ分イri
していた.JJl.LLiによって 10cm よL)抹い上J州二入 った 蝿盛 も3,く,R12,P12両 */Cは
5-10cm の深 さとの屋が大 きくはなかった.
(ii) 越冬地下弊紙附十の′ll西く 3月25日に採丑 した皇越冬袈号鵬紺 ■(について,発芽
.-Jt:5;托 行なノノた鮎鬼を第3表に示 した.R3liでは川起直後に,Jl'.J丑を行/i:･)たため,死滅
していた紫軌柚 寸は少なかった.このR3171.を瞭 くと,拙論に応.L_iしたものは,R12･RI




















N R12 P12 R12･RI P12･Rl
如 ,i !一 1与
0 0 b
63 38 13 31
38 66 50 59
50 75 64 45













0 0 0 0
0-5 92 72 36 52 L13
5-ノ10 LJ7 'J3 86 78 65









土居の深 さ 北条故郷 先端塊茎 rfl問塊茎 全 体
冒: 1喜 …l
4,07 92.41* 72.0叫 65O 1-*
79.41.* /1,(17 1`.78 1058辛ホ
10- 15 O18 26と; 11∠1 2.35
(ir) I) ltrCSin'A=襖を行なったうえ-t'_I,fLilr.吐扶ノ心
2) tTol(oo5)=6.39,F｡i(ool)-16.0
除いた5川起地IJHlijの し城中の 越冬地 卜弊紙l,侶1.'o)発芽率には, 第 4蓑 に 示 したように




深さ5cm までのものでは 45% 以下で他区より_;Ll'しく低 く,また 深さ 5-10cm のもの
で ､いやや低かった.
雛 2図には1J]22L｣と3JJ25]に 採 服した塊基(I)発芽率･1,小 した,反転lJl,i/行なった
P12LxIとP12･Rl区では,各土妃'トとも1月よりも3月の発芽率が低く,とくに地表から



































1月 3)11月 3月 1)] 3月 1)1 3)-∫1月 3jJ
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分 生 分 生 分 Jj:_ 分 虫 分 J-L うjl 'I-_
-JIT 布 布 IEf 丸 -(I: イFJ- 71- 布 -/1二 和 布
年 率 了キ▲ 恥 咋 畔 畔 11-'･ 呼 率 畔 畔
､- --l- ｢ヽ .･.･.･_･_一 ㌧1 1 1 lヽl一一､-.･.･.･.- ､ 一･･.･.･一一 ･ヽ. 一一一).-
N R12 P12 R 12 ･RI p12lRI R3
第 3凶 緋起.去･挑也時期が異なる似合の地下無敗紛 い.'の塵11分邪心よ('J/卜17-率の辻タ .上
(注1) m Eヨ 巨∃ 囲 ⊂コ EZZl 園




第 5ム 土地別の地下繋柾器廿生Jf率の益の持去性 (F他)
土層の深 さ 難糸遊.部 北端塊茎 rl間塊茎 全 作
Cl1
0- 5 117榊 21.2榊
l喜: :冒 I i…'三 ; 170器







対する比率 (生存率)を 雛 3図の各処牡別の右側に示 し,そのR3区を除いた 5耕起処理
間の分散分析結果を約5表に示 した.大部分の土JF.I,別各黙官について処理間に 1%あるい
は 5%水畔で有意差が.かわられた.il-･存率は,反転刷を行なった区では 2区とも55%ま























からLLI.JX Lた しので,地J･.A室長が 6-7




































.3'JA 月 口 ＼ Tj! 臼
斐粂数(m2当たI))
ト7j比率 (%)
il- 1ミ12 T,-2 FRl号 .pR'号 R3 R4
1501 325 ]30 337 179 363 213
100.0 21,6 8.7 224 11.9 24,1 142
韮集散(rn2当たり)
同比率 (%)
2328 974 334 1132 528 日82 1240
100,0 41.8 14.3 48,6 227 50,8 533
(71_) 令.試臥l-x,a)処叩,-rLlりほ'T,'8炎にi;iJLrl,ただしR4は4月25口位r閥1
2. ミスガヤツリの出芽 ･生存に及はすしろかきの影響
試 験 方 法
(a) ミズガヤツ1)に刈するし,3かきの影門の水稲作李による差異


















3cmに埋没 した状態,菓灸の端部あるいは 先端側の 2分の 1が土中に斜に埋没 した状態
の4処理とした.なれ 水位が地表面より低い吻合にほし/)かきを行なわないで, ミズガ
ヤツリ非粂御 世投 した.本試験の処理の状態を 第5岡 に示 した.5月12日に処理を開始
し,6月10日に調査,.i_,行なった.
(0) (光1/2) (i-,J:V2) (1)
水位+10cm
水位 +5cm//'/W
# I" " r
全休Jli炎十仁
砿部をlIにし, 去月掩Tにし. 全休を土塊rt.
!もを七蛾【flに 鴇をt城中に 中に深 さt'J
也!投(益珊は地 )lJi陛(鶴.l;1;の保 3cmにJl_Li役
衷｣.5-6cql) さ3-5cm)
･3'i51盟 ミズJJヤ ツ リF.lt.炎 のtlLu-^･(1､
人工気象箱では,集魚の大小,埋没の状態,水配 および 水深を組み tTせた72処矧,まを
2反復で 設けた.10-15mmの長さの塊茎から発生した ミズガヤツリの商を薬長で 平均
26.3cm,12.5cmおよび 2.7cmの3階級に分けた.埋没)I法は,発条全体が深さ1cm
および0.2-0.5cmに埋没された状感と,北条o叫ヒ部の方が 基兵の4分の3および 3分
の 2埋没された状態の4)朝生方法とした.縦 30cm,横40cm,深さ25cmの容器に し
頓を入れ,港水,し,3かきtr,行なっ た 後, ミスガヤツリの光条,iJ理没した. その容器を
31.5oC,24.OuC,16,5uCの脱塩に ,没定LfJ'l姓)との人工'fL象,'flu)･lJに入れたか,l･_塊(/)













各部験区にTL托し､た.5月7ljに L′ンかきを行なった 区では 5月30EHこ,5月26l:lに し/_'か
き1,行Fi:った比では 6月29日に,葉条と塊弟.の状感を調.正した.
204 畏 学 研 先


















し ろ か き 後
聖霊 蒐讐 纂 霊崇芽塊諾 芸生霊 脚 く
664 175 229 260 26 3 9
303 34 3 2 237 11 78
20-3Ocm 194 4
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水 1.I/と 鳩.1左の イ丁如
綿6図 し,1かき綾のbJ1.艶帖 LBJ5-JJ水位 と : ′Jfl･ツリの膿糸の'kll･:とO-jl刈昧
畏･Ifl研 先
が+_破面と同じであったFてほ,処矧的榔 7後から所収が発乍し,10日rl頃から灘が立ち
f･-Jr一全作畔卜沼1Y.'Ll= ノ)((.L/./J1-1秒WTli:I)5cm純か ,/-1ス二でLL Ju,.蓑HIJlの 星壌水分合
最が 約40%で '5,ilは あ り,根がl境に弼]'rするJ:.うにJ'托かれていた葉条は情意して′巨脊
した その数はJA部葉菜の 約 40%で あった.Lかし水位がよりltい区では,lJA秤をr捌か
した次のITから藁朋し,3-4-1で全部枯)LLた
醇条oりLla.'細 り2/JIの 1が ｣凋沖に)1LLi'1されると.十触J.の説きが次J第.に腐 t),地哀しに柚
.出していた).[･.Wか1,-屯したが,水株が稚いと水小に浮遊 していて根が土塊耐 こkLlかなかっ
た.したがって6月10Elまでは 水中で 1三きていた楽粂基部も,水深 10cmでは その後全
珊死滅し,水深5cmでヰ)20-30%が柿才.1･しただけであった.しかし水位が と頓表面 と同
じてあ一,た区では,I).i:邦がITlぐ下ETEL,大部分がT,汀f'-した.A((;/がさらに代くて地表下に
あった区でけ 北部が'空.F･てJILく畔.燥して拙 ンLLf- FJ_/i,水位/)＼日動Tn.1~F)5cmEJtか
一一/こ区では.二l廉が湿-1ていたため､ごく一部07脚休がI.T;弟した.
:Jib;都側 2分の1を土壌中に岬投した処理で仏 水位が地境 よりもFI.lJかっrJJ(iIてほ塞条の
全長の約 4分の3が水没し,それらは水中で次節に腐敗した.しかし,それらの うち約半






















が活新 し′rl.育した.その他の区では 収徹された葉粂そのものは 全部死滅 したか,その
20-50%の基部から新しい薬条が再生し,低温ほど多かった,












































u-タリー JJ レー キ レー キ
､一･･･一･〉- .･/ サ ノ L J一一一ノ
ロー タリー }Jレー キ レー キ































































抑起区て比礎,flのHl井が ;1しく避妊 した.鮎川起rメ:では,4月15rlLJiから.LH.芽が 始ま
り,4月25日には全塊著の44%が.'1｣併し,21%の芽がIl二城中で仲良中であ1た.これに比
べ,｣≠短rヌ二の出芽始は甲いl耳でも4月TiJであり,旋転桝1rqのl末では6月21EJになって






















と,紫斜 端 IiJ/EL,雌'M ､ら別の灘条が発ノ1-._一卜ることIJl､か-ノ/∴ tかし,音泣く)1P.i'i.:され















































































ヒミズガ-1,ツリu)′l'Lと,/)lL勺liT.JtI川Jr,かに )./こ.全休かl堆中に･I-rliliAM t.た!'I.:雄 は,tJi水
下では全部死滅 した.しかし,水位が塊篭の位際よりも低い切創 亡は,塊茎を有する集魚
けその/).L部あるいは塊%.から新 しい盛魚を発ノLした.地表にJ'FfLかれた築条と,薬の先端側




について武的した. ､律プ26.3cmの耗さの装薬では,令休が 岬捜されたものは 全部煩成
したが,).li都側が 仰(I)_･され.鋸 紺上地三村こ.lJ.ていた 葉条U)20-50%は∴).信仰 ､ら新 しい
柴条を発/f-_して ノトき残り,その散は 供硯ほど多か一,た∴ ､l')!J12.5cmの長さのrlr(;/.の基
条では,全体が 1cmの深 さに岬没された.I)のは大部分死滅 した.しか し,浅 く叩挫され
た粟条と,尤U.lr'utが地表に出ていた t)のとは,擬装の下位節間が伸長 して集魚基部を地表付
近に押し上げ･/=ために,非が 地表に出て生き残 ったものがかな り多かった.平均基艮2･7
cmの小さい集魚では,全休が 1cm の深さに伸捜された ものは 大部分死滅 したが,全休
が柁 くJtn挫されたものと,先端が地喪に州ていた も叫 土大部分ノl三き残 -,た,このように,
小 さい柴粂ほど｣1蛾･11に理役された叫の刷1,iの相 だが小さ′う､った,
なおこれ らの場合,高配IC薬の腐敗がFlく進行した区と, 高 配で生長が促進されて/I:秤
率が高くなった区とがあ り,全体 としては水温の形轡は大きくほなかった.
7. しろかきの方法と水深をかえた処理区を設けた描場試験を行なった.その結果,塊
-I宗から禿_/生した芽が土壌 中で伸長している時J紺こしろかきを行な うと,多 くの塊叢が地表
水車に浮き上 って定着 し,しろかきの効果は省､つた.ローク1)一刃によるしろかきでは,
水性が深いI-Aで地素に浮き L-.った瑚蔦がとくに多く,効果が劣 った, ミズガヤツ T)の柑芽
後間 もない噂llJJのし,I)かきでは､水深 1cmで レーキによる しろかきを3｢TI行なった区で
生仔水糸が痕 も少な く,他の区でも生存菓条数は全塊茎数の17%以下 とな り,土壌中で伸
)を中であった時のしろかきよりも効果が大きか った.
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